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柏市母子保健事業の
取り組みについて

１ 柏市母子保健事業の推移
２ 令和４年度重点的な取り組み
３ 令和５年度重点的な取り組み

資料８
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妊娠前 妊娠期
出産

新生児

乳児

3～６か月 9～11か月

幼児

１歳 ２歳 ３歳 ４歳～

手
続
・
助
成

健
康

相
談
・
支
援

思春期保健
（妊孕性・
性感染症等）

不育症検査
費用助成事
業

妊娠届
母子手帳交付

保健師等に
よる面接

妊婦健康診査

妊婦訪問

ママパパ
サロン

多胎妊婦
家庭支援

出生届

乳児全戸訪問事業
・新生児・産婦訪問
・こんにちは
赤ちゃん訪問

新生児聴覚スクリ
ーニング検査
（生後50日以内）

産後ケア事業
（生後4か月まで）

未熟児・低体重児等フォローアップ
養育医療
給付事業

3～6か月児
健康診査

（医療機関委託）

9～11か月児
健康診査

（医療機関委託）

1歳6か月児
健康診査

(1歳7か月になる月）

3歳児
健康診査

(3歳6か月になる月）

離乳食教室
（生後4～6か月）

フッ化物
歯面塗布
事業

8か月児
相談

柏市民健康づくり推進員活動，地域ぐるみの子育て支援事業（母と子のつどい）

妊娠子育て相談センター，駅前すこやかプチルーム，子育て専用ダイヤル「にこにこダイヤルかしわ」

柏市の母子保健体系
(令和５年度）

小児慢性特定疾病医療支援事業・小児自立支援事業，長期療養児等フォローアップ

出産子育て応援給付金

伴走型相談支援

1歳6か月児健康診査
事後指導

（ひよこルーム）
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・妊娠届出数は3,000件前後で推移している。
・妊娠届出数の初産，経産の割合は，経産が多い傾向である。

（１）妊娠届出数
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１ 母子保健事業の推移



（２）妊娠届出数の内ハイリスク妊婦の割合

19.4

18.9

24.0

80.6

81.1

76.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2

R3

R4

ハイリスク妊婦

4

ハイリスク妊婦の割合はH30～R3が約20％前後だったのが，R4年度は24％
と上昇し，約４人に１人がハイリスク妊婦となっている。

単位：％
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（３）ハイリスク妊婦の管理要因内訳（延件数，転入含む）

・ハイリスク妊婦の管理要因内訳では，「こころ等」が最も多く，
令和4年度は更に増加している。

単位：％
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上の子管理(発達等） 母子家庭 外国人 その他保健師判断



（４）乳児家庭全戸訪問事業の実施状況

R2 R３ R４

対象者数 ３，３０９ ３，１６１ ３，０２０

面談者（率）
３，１６４
（９５．６）

３，０１６
（９５．４）

２，９２７
（９６．９）
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・乳児家庭全戸訪問事業の対象者は減少傾向にあるが，面談率は微増
している。

単位：件，％



（５）産後ケア事業の利用状況について

R２ R3 R４

実利用母子組数 １０４組 １４６組 １８７組

延利用
日数

宿泊型 １４２日 １８３日 １７８日

デイサー
ビス型

個別 ３７３日 ５２５日 ６９５日

グループ１日
ー

（※コロナウイル
ス感染症の感染拡
大に伴い中止）

ー
（※コロナウイル
ス感染症の感染拡
大に伴い中止）

ー
（※コロナウイル
ス感染症の感染拡
大に伴い中止）

グループ半日 ３１日 １１日
※下半期中止

ー

アウトリーチ ー ー ７日

計 ５４６日 ７１９日 ８８０日

平均利用日数
宿泊型 ５.６８日 ５.７２日 ５.６３日

デイサービス型 ５.５３日 ４.５７日 ３.８０日

・利用実組数は年々増加傾向である。

＊産後ケア事業：産後に家族等から十分な育児等の支援が得られず，心身の不調や育児不安
等を抱える母親とその子を対象（産後４か月未満の母と乳児）に，産後も安心して子育て
が出来るよう宿泊または通所サービスを提供するもの（利用上限：７日以内）。
令和３年度よりこども福祉課(現：こども支援室）より地域保健課へ事業が移管。
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（６）幼児健康診査実施状況
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Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

対象者数 ３，４９０ ３，５４９ ３，３７６

受診者数 ３，２３７ ３，２２８ ３，１９５

受診率（％） ９２．８ ９１．０ ９４．６

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

対象者数 ３，７０８ ３，７４１ ３，６９４

受診者数 ３，４６７ ３，２９５ ３，４４１

受診率（％） ９３．５ ８８．１ ９３．２

①１歳６か月児健康診査

②３歳児健康診査

・令和４年度は，１歳６か月児健康診査，３歳児健康診査ともに受診率が
増加した。

単位：件，％

単位：件，％



（７）他機関からの情報提供（連携状況）

9

＊要支援受付票：他機関や他市等のからの情報提供を記録するもの。介入・支援および連携
促進の機会として活用。

①要支援受付票の収受数（支援対象者）

単位：件

902件

・要支援受付票の収受数は減少傾向にある。
・支援対象者は，幼児に関する情報提供が多かった。

727件

1,038件
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②要支援受付票の収受数（把握経路）

単位：件

902件

・要支援受付票の把握経路は，医療機関からの情報提供が最も多かった。
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＊サマリー：他機関や他市等のからの継続支援依頼の情報提供書。介入・支援および連携
促進の機会として活用。

③サマリーの収受数（支援対象者）

単位：件

379件

401件

305件

・サマリーの収受数は減少傾向にある。
・支援対象者は，乳児に関する情報提供が多い。
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④サマリーの収受数（把握経路）

単位：件

・サマリーの把握経路は，医療機関からの情報提供が多かった。

379件

401件

305件
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２ 令和４年度重点的な取り組み

（１）妊娠期からの切れ目ない支援の充実
○周産期メンタルヘルス支援の体制強化
・周産期メンタルヘルスカンファレンスを定例で開催し
た。

○産後ケア事業を通じた切れ目ない支援の強化
・受託施設を拡大し，また，新たにアウトリーチ型（訪
問型）を開始した。

○母子保健従事者の人材確保，人材育成
・ＯＪＴを活用した人材育成，オンライン研修や復命研
修を実施した
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参考：産後ケアチラシ
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（２）健康づくりを意識した地域活動，母子保健活動の推進
○地域での子育て支援活動，健康づくり活動の推進
・感染対策を講じた上で，推進員の赤ちゃん訪問や母と
子のつどい，地域健康講座，文化祭への参画等の地域
活動を再開することができた。

○ライフステージ別ポピュレーションアプローチの推進
・啓発ワーキングを開催し，柏市母子保健計画中間評価
からの７つの課題を意識した啓発を実施した。

・電子親子手帳では，市民ニーズに即したコンテンツ配
信を実施し，登録者数増加につながった。
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（３）災害時母子支援体制の整備
・災害時の助産師会との協定締結に基づく，具体的な事
業整備を行った。

・こども健康ルームにて防災リュックの展示や避難経路
の掲示を実施した。

（４）新型コロナウィルス感染症対策を講じた母子保健事業，
母子保健活動の推進
・妊娠子育て相談センターの予約制を開始した。
・ママパパサロンをオンラインでの実施に変更した。
妊娠・出産に関する知識の伝達だけでなく，地域子育
て支援拠点とＷＥＢでつなぎ，拠点に来所した先輩マ
マパパの話を聞ける内容に変更した。

・幼児健康診査，個別離乳食教室等の各母子保健事業を
感染対策を講じながら実施した。
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３ 令和５年度重点的な取り組み

（１）特定妊婦・要支援家庭の早期発見のための仕組みの構築

・妊娠届出時面談の要支援者判断の質の向上(計画的な人材

育成）を図る。
・関係機関との連携を通じた多様な対象者へのきめ細やかな

支援体制を整備していく。

（２）妊産婦や乳幼児の切れ目ない支援の強化

・令和８年度開設予定の（仮称）柏市子ども・若者総合支援

センターにおける乳幼児相談支援対応を見据え，体制の強

化を図る。
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（３）出産・子育て応援給付金の安定的な運用と伴走型相談支援

体制の強化

・令和５年２月に開始した出産・子育て応援給付金について，

給付金支給スキームの構築と安定的な運用を図る。
・妊娠８カ月アンケートに

よる産前の支援体制の強

化及び新たなニーズを調

査する。
・各母子保健事業と伴走型

相談支援の連携調整を図

る。



1919

（４）（仮称）子ども・子育て支援複合施設開設に向けた準備

・子ども・子育て支援施設の分散化及び施設の狭隘化の

解消や相談環境の充実化を図るため，柏駅前の妊娠子

育て相談センター及び駅前すこやかプチルームを，新

たに開設する(仮称)子ども・子育て支援複合施設への

令和６年４月の移転に向け，準備を進める。
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厚生労働省資料

＜参考＞


